
紹

介

か
く
て
夏
に
一
歩
た
逡
め
、
ジ
ア
ン
ブ
ウ
た
南
桑
に
比
定
ぜ
ざ
る
た
得
ぬ

こ
と
た
論
じ
六
も
の
で
あ
る
G

　
顧
ふ
に
、
本
書
小
傳
に
記
せ
る
如
く
、
書
士
ほ
我
國
東
洋
更
學
の
先
業

で
あ
っ
て
、
那
珂
、
白
鳥
博
士
と
其
の
名
を
塗
し
く
す
る
。
其
の
考
諜
論

漸
の
周
到
精
確
で
あ
っ
て
、
片
言
隻
句
も
有
し
く
し
な
い
こ
と
に
、
夙
に

一
般
の
認
む
る
と
こ
ろ
。
本
書
の
如
昏
に
、
翠
に
西
域
、
東
西
交
通
に
蚤

す
る
其
の
瀧
蓄
た
知
り
得
う
の
み
な
ら
す
、
奨
の
落
實
な
ろ
學
風
と
該
樗

な
ろ
知
識
を
最
も
よ
く
窺
ひ
得
う
も
の
で
あ
ら
う
。

　
猴
、
本
書
に
ば
矢
野
博
士
の
序
文
が
あ
り
、
別
に
谷
頭
に
に
小
調
と
著

作
年
表
及
び
巷
末
に
は
索
引
な
附
し
て
屠
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
、
譲
者
に

黙
す
る
と
こ
ろ
、
亦
潔
し
と
し
な
い
。
託
し
て
編
者
の
勢
か
謝
す
る
。
本

書
に
纈
ぎ
て
，
丈
化
史
に
嗣
す
る
も
の
、
法
制
史
に
毒
す
る
も
の
㌧
出
版

な
企
て
つ
㌧
と
あ
り
と
聞
及
ん
で
み
ろ
》
斯
學
の
爲
、
斜
行
の
一
日
も
早

か
ら
ん
こ
と
為
鶴
首
し
て
待
つ
次
第
で
あ
る
。
（
弘
文
堂
二
戸
、
定
儂
三
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

入
○
）
〔
小
野
勝
年
〕

鯵
ド
ー
ー
ソ
ン
蒙
ド
ロ
実

田
中
葦
一
郎
謬

　
敵
洲
の
東
洋
學
潜
ば
十
八
世
紀
末
期
十
九
世
紀
の
調
理
に
於
て
既
に
充

分
實
読
主
義
的
な
吏
魏
怨
受
入
れ
て
贋
療
が
爲
に
、
十
八
世
紀
前
期
の
そ

れ
、
が
多
分
に
東
洋
に
観
す
る
理
想
的
な
憧
憬
存
持
つ
愛
好
家
の
色
彩
た
有

っ
て
ゐ
象
の
と
欝
蹴
込
存
在
を
な
し
て
屠
ろ
。
從
っ
て
十
九
世
麗
の
東
洋

曝
者
の
一
般
ほ
先
づ
東
洋
語
殊
に
支
那
語
の
征
服
よ
り
自
判
な
る
支
那
更

料
の
解
讃
に
進
み
丈
那
更
研
究
に
劃
期
的
の
飛
躍
な
な
し
象
の
で
あ
る
。

第
十
九
巷
　
第
一
號
　
　
二
〇
〇

乍
然
、
彼
等
の
一
盛
が
濁
乱
な
支
那
語
の
智
得
た
遽
け
、
寧
ろ
彼
等
の
利
規

し
得
る
僅
少
な
蹴
諜
支
螂
趣
料
な
補
っ
て
簸
あ
る
多
数
の
西
方
丈
獣
の
獲

存
す
る
方
駈
即
ち
飼
奴
族
或
ほ
蒙
古
族
聖
業
淵
に
も
最
も
深
い
關
係
か
膚

す
る
東
方
養
鰻
の
歴
窺
的
研
究
に
と
突
溝
し
、
こ
・
に
多
く
の
輝
し
き
業

績
な
残
し
得
穴
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
副
い
Q
ド
ー
ソ
ン
も
亦

貧
に
其
後
潜
の
「
人
で
あ
り
、
平
茸
ハ
｝
人
潜
と
言
ふ
こ
と
が
欝
來
よ
う
。

　
ド
ー
ソ
ン
㍑
旗
古
書
即
ち
ド
ー
ソ
ン
男
澱
粉
が
墨
入
二
四
年
巴
里
に
第
一
部

な
獲
表
し
、
五
二
年
稿
た
改
め
て
其
全
四
郡
た
公
刊
し
允
原
著
寓
憲
O
冒
。

島
。
㎝
窯
9
薦
。
一
即
倉
箏
訪
日
。
囲
】
ぎ
㈹
三
N
－
崇
訂
痔
甘
切
ρ
躍
、
》
　
口
、
ぎ
ざ
霞
切
聖
○
＝

日
舘
冨
㊦
識
韓
　
熊
に
明
治
四
十
年
欝
版
ぜ
ら
れ
力
原
署
策
　
部
に
罫
す
る
田

巾
博
士
の
課
本
玉
攣
り
に
も
有
名
で
あ
る
か
ら
、
今
般
同
博
士
残
後
十
周

年
に
騰
り
逡
草
瘡
ろ
箪
二
部
の
課
稿
が
三
田
窺
學
會
に
よ
つ
イ
、
塾
理
ゼ
ら

れ
第
一
部
と
纏
め
て
叢
に
新
刊
ぜ
ら
れ
瘡
に
就
て
も
、
別
に
内
容
紹
介
の

晶
爵
か
笹
々
・
し
く
晶
腰
蓮
ず
ろ
迄
↓
D
（
通
い
が
北
｛
内
容
」
僧
一
曽
口
に
し
て
訓
田
へ
甲
ほ
第

｝
部
匡
成
吉
思
汗
及
び
其
父
耐
等
の
事
蹟
で
あ
ろ
。
談
者
は
勤
幌
晶
肌
野

な
ろ
彼
．
等
の
原
始
的
漂
泊
疏
活
奄
如
實
に
槻
る
こ
と
が
嵩
ろ
、
且
つ
畏
族

新
興
の
雰
關
氣
と
將
に
吹
き
荒
ま
ん
と
す
る
ア
ッ
ア
の
嵐
か
感
ず
ろ
こ
と

が
賠
來
る
Q
第
二
郁
に
ロ
厭
薇
に
於
け
る
惨
憺
れ
る
大
侵
掠
大
殺
識
と
絢

燗
糞
る
蒙
古
帝
王
紀
と
か
見
る
、
郎
ち
之
ぱ
太
宗
期
よ
弓
元
末
に
至
る
詳

史
で
あ
ろ
。
押
部
と
も
に
興
味
深
き
幾
多
の
擁
話
に
富
ん
で
み
て
、
成
古

思
汗
傳
致
ハ
他
蒙
古
典
に
就
て
可
な
り
の
人
士
す
ら
術
荒
踏
無
稽
の
説
た
信

ず
ろ
看
の
往
く
な
い
命
日
，
専
門
更
家
以
外
の
密
々
に
も
好
個
の
讃
物
と

し
て
本
書
な
推
癒
し
れ
い
。

（　200　）



　
勿
論
前
穆
維
の
著
作
た
ろ
本
書
が
現
代
講
評
の
求
む
ろ
如
き
歴
吏
の
性

質
な
完
全
に
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
確
で
あ
る
。
録
り
も
多
数
の
賎

吏
的
事
件
の
羅
列
が
習
人
為
し
て
却
っ
て
急
信
代
全
慌
の
弛
握
た
妨
げ
て

み
る
、
例
一
へ
ば
櫛
蒙
古
將
田
面
の
甚
・
督
H
数
昏
黄
の
事
件
の
頁
な
維
る
鵡
（
の
協
外
翼

に
に
忽
ち
蒙
古
朝
立
に
於
げ
ろ
幕
強
記
信
仰
の
事
件
が
侮
等
身
絡
な
く
暴

・
げ
ら
れ
て
、
笠
ハ
庭
に
「
少
し
の
親
明
も
興
へ
・
う
れ
．
て
屠
な
い
の
で
・
め
ろ
。
本

書
の
慣
櫨
ば
言
ふ
迄
も
な
く
箏
ろ
其
史
料
と
し
て
吾
人
が
酔
醒
し
得
ろ
上

に
あ
み
。
原
著
が
多
撒
の
シ
り
や
、
ア
ラ
ビ
ヤ
、
波
斯
，
土
罫
古
語
等
の

稀
槻
古
文
書
た
縦
横
に
駆
使
し
糞
博
引
愛
読
の
黙
に
あ
る
。
其
歴
史
事
件

に
封
ず
ろ
緻
密
厳
確
な
考
詮
の
所
以
ぱ
蘭
蓮
の
彼
自
身
の
縫
代
及
原
著
の

序
丈
に
見
ゆ
う
庭
よ
り
し
て
も
容
易
に
了
解
で
き
ろ
9
紅
中
博
士
の
諜
本

も
既
に
定
詐
あ
る
醗
諜
で
深
酔
に
加
へ
て
文
中
の
固
右
名
詞
の
殆
総
て
に
支

那
雨
竜
と
圃
一
の
漢
字
葎
常
て
嵌
め
実
黙
に
観
て
優
れ
う
も
の
で
あ
る
。

從
來
我
國
の
蒙
古
史
研
究
に
論
著
と
課
本
が
必
ず
詑
用
さ
れ
て
元
史
と
共

に
其
諸
史
料
の
根
幹
と
す
ろ
風
の
あ
る
の
も
全
く
其
が
爲
で
あ
っ
て
、
今

新
に
第
ご
部
が
課
雌
さ
れ
、
加
之
課
本
の
み
に
封
ず
る
索
引
が
作
ら
れ
て

野
末
に
附
ゼ
ら
れ
カ
こ
と
採
物
に
准
意
義
な
こ
と
鵡
麟
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
支
那
史
料
の
僅
少
な
る
汗
國
に
閥
し
て
、
詳
細
な
る
記

述
た
な
し
て
居
る
原
著
第
三
・
第
四
部
の
醗
繹
が
浸
入
か
の
手
に
よ
っ
て

　
「
日
も
早
く
嵩
刊
ぜ
ら
れ
ろ
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
七
一
二
四
頁
、
儂
六
．
○

○
、
丸
善
資
萱
）
〔
内
田
〕

⑳
霜
灘

紹

東
洋
史
論
暗

闘

噛

　
東
洋
史
媒
界
の
長
老
市
村
博
士
が
古
稀
に
達
ぜ
ら
れ
六
親
賀
諭
集
で
あ

ろ
。
選
謄
記
念
論
集
に
白
鳥
傅
士
の
な
始
め
多
数
出
穴
が
斗
古
稀
記
念
に

既
な
以
て
特
矢
と
す
る
。
先
に
大
漁
ナ
四
年
白
鳥
薄
士
の
鶴
首
詑
念
論
叢

に
に
湖
糊
官
話
一
㎝
十
五
名
ん
～
数
へ
、
雨
隠
舳
伐
の
A
コ
n
口
で
げ
n
何
れ
～
ち
推
、
し
も
推

さ
れ
も
ぜ
ぬ
大
家
と
し
て
學
界
に
重
き
た
な
し
て
屠
ら
れ
る
が
、
今
画
の

で
面
傷
二
倍
に
近
い
四
十
四
名
に
面
し
、
葱
に
比
－
更
に
ニ
ナ
数
名
の
新

進
た
加
へ
牡
わ
け
で
あ
ろ
Q
市
村
博
士
の
毒
と
典
に
阻
隔
さ
ろ
可
き
學
界

の
慶
事
で
あ
ら
う
Q
さ
れ
ば
本
書
の
紹
介
に
駆
り
て
も
主
に
新
寄
縮
看
を

至
心
と
し
て
筆
か
執
る
事
と
す
る
Q

第
…
に
氣
の
つ
く
は
法
翻
・
維
濟
に
写
す
る
も
の
が
多
い
。
畑
藤
繁
樽
士

『
唐
宋
時
代
の
草
市
及
び
其
の
聚
展
』
青
山
定
男
氏
隅
．
北
朱
の
漕
運
法
に
就

て
』
濱
口
重
臣
氏
『
秦
漢
畔
代
の
織
草
藁
働
に
關
す
る
一
論
題
』
三
島
一
氏

『
庶
朱
時
代
に
於
ろ
貴
族
凝
寺
院
の
経
塔
的
交
渉
に
害
す
る
一
考
察
』
仁
井

田
陞
氏
『
版
宋
臨
代
の
家
族
典
産
と
遺
言
法
』
牧
野
巽
氏
『
永
樂
大
典
本
朱

鷺
部
遺
法
に
因
て
』
溝
水
泰
次
氏
『
明
末
の
藤
津
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
ろ
。

而
し
て
唐
国
時
代
が
特
に
多
い
理
由
ほ
敦
燵
酸
鼻
の
二
丈
書
な
ど
に
刺
戟

さ
れ
糞
遍
い
も
あ
ら
う
が
、
叉
朱
代
は
支
那
に
於
ろ
近
世
的
胱
會
形
態
が

鵬
來
討
つ
力
呼
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
か
尋
ね
う
と
ど
う
し
て
も
麿
代
ま
で

遡
ろ
必
要
が
あ
ろ
爲
で
ば
な
か
ら
う
か
。

　
第
二
に
ば
朝
鮮
彌
係
の
も
の
が
多
い
。
稻
葉
岩
古
酒
ま
『
高
麗
岡
維
た

誠
み
て
』
奥
亭
畠
洪
氏
『
朝
鮮
麺
簑
六
型
』
孫
晋
泰
氏
『
長
血
考
』
島
山
喜
一
、

氏
『
鮮
斑
自
衣
考
』
中
村
榮
孝
琢
『
李
剥
臨
代
の
省
画
所
に
就
い
て
』
李
丙
撫

氏
『
班
謂
箕
子
入
條
数
に
就
て
』
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
朝
鮮
に
京
城
大
學

第
十
九
巻
　
策
一
號
　
　
　
二
〇
一
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